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碧南市下水道事業経営戦略【概要版】（令和 7年度～令和 16年度） 
１． 経営戦略策定の趣旨 

本市の下水道事業は、都市下水路整備を中心に行われてきました。衣浦東部流域下水道計画に合わせた

汚水・雨水一体整備を行う流域関連公共下水道事業として事業を進め、平成８年４月に３７２．３ｈａを

供用開始しました。以後毎年供用区域を拡大し、令和６年４月の供用開始区域面積（処理区域内面積）は

１，４０８．４ｈａとなっていますが、今後も概成に向けて計画的に整備を進める必要があります。 

また、下水道整備の推進と既存施設の適切な管理を行い、事業の財政状態と経営成績を明確に把握し、

限られた財源をより有効に活用していくために、令和２年度より地方公営企業法を適用しています。 

今後、経営の効率化に取り組みながら、未整備地区の解消や水洗化率の向上、さらには適切な維持管理

や改築更新を行い、中長期的な視野に基づいた計画的な事業計画のもと下水道事業を運営していくため令

和３年３月に策定された下水道事業経営戦略を改定することとしました。 

 

２． 事業の概要 

本市の下水道事業の概要を以下に示します。 

（１）事業の現状（令和 5年度碧南市の公共下水道）令和 6年 4月 1日現在                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）使用料収入、有収水量、下水道使用料（１カ月あたり）                      

 

３． 経営指標による現状分析 

総務省の下水道事業経営指標を基に、本市の公共下水道事業の現状分析を行いました。 

（１）水洗化率          （碧南市：82.4％ 類似団体平均：85.1％ 近隣団体平均：89.1％）                                          

接続人口は毎年増えているものの、下水道整備により処理区域内人口も増えるため、水洗化率が向

上しない状況であります。また、依然として類似団体・近隣団体の平均より低いことが課題であり、更

なる水洗化促進を図る必要があります。 

（２）有収率             （碧南市：93.5％ 類似団体平均：93.5％ 近隣団体平均：90.3％）                                           

本市の下水道は、供用開始から２８年と施設が比較的新しいことから不明水が少ないが、近年は有

収率の上昇が見られないため、対策を講じる必要があります。 

（３）汚水処理原価      （碧南市：150.0円 類似団体平均：151.8円 近隣団体平均：144.9円）                                        

当該数値は衣浦東部流域下水道の維持管理負担金によるもので、同流域下水道の関連団体では同様

数値となりますが、さらなる改善が必要です。 

（４）経費回収率         （碧南市：74.0％ 類似団体平均：103.5％ 近隣団体平均：75.9％）                                         

本市は近隣団体と同水準となっていますが、８０％にも満たない現状を鑑みて、今後は経費回収率

の向上のために、経費削減等の検討が必要になります。 

４． 将来の事業環境 

第３期碧南市まち・ひと・しごと創生総合戦略における人口の目標値は、本市の各種計画の目標値とな

っていることから、本計画における将来の事業環境について、当該目標値を用い予測しました。 

（１）水洗化人口および水洗化率の予測                                

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）使用料収入の予測                                     
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使用料収入

実績値 予測値

全体計画人口
（人）

処理区域内人口
（人）[A]

水洗化人口
（人）

全体計画面積
（ha）

処理区域面積
（ha）[B]

69,630 65,435 52,508 1,611.1 1,408.4

供用開始後年数 法適・非適 法適区分

28年 法適（R2.4.1） 一部適用

処理区域内人口密度
（人/ha）[A/B]

流域下水道への接続
の有無

処理区数 処理場数
水洗化率
（％）

46.5 有 1 無 80.2

汚水管布設延長
（km）

雨水管布設延長
（km）

処理場
（箇所）

ポンプ場
（箇所）

普及率
（％）

414 122 － 12（汚水1,雨水11） 90.4

供用開始年月日

平成８年４月１日

使用料収入
（千円）

有収水量

（ｍ3）

使用料収入
（千円）

有収水量

（ｍ3）

使用料収入
（千円）

有収水量

（ｍ3）

544,382 4,879,656 549,418 4,951,746 563,267 5,074,011

条例上の使用料
（円）

実質的な使用料
（円）

条例上の使用料
（円）

実質的な使用料
（円）

条例上の使用料
（円）

実質的な使用料
（円）

1,760 2,231 1,760 2,219 1,760 2,220

令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和３年度 令和４年度 令和５年度
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５． 経営の基本方針 

次の３つを持続可能な下水道経営に取り組むための基本目標として、下水道事業の経営に取り組みます。 

（１）未普及地域の解消                                      

下水道整備を最優先に進めることで未普及地域を解消します。 

（２）持続可能な施設管理                                     

ストックマネジメント計画に基づき、計画的な下水道施設の調査・診断及び点検を実施し、効率的

な維持管理を推進します。 

（３）経営基盤の強化                                       

下水道整備済みの区域への水洗化促進により使用料収入を確保し、効率的で健全な経営基盤の強化

を図ります。 

６． 投資・財政計画（収支計画） 

（１）投資・財政計画                                        

投資・財政計画と使用料収入・一般会計繰入金の計画を下図に示します。 

令和８年度末に市街化区域の整備が完了することで、資本的支出が減少します。使用料収入は下水

道整備の進捗により増加していることより、早急な使用料改定の必要性は低く、一般会計繰入金は本

計画期間内において削減させる計画です。 

１）投資財政計画（収支計画）                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

２）使用料収入、一般会計繰入金の計画                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資・財政計画（収支計画）つづき 

（２）今後実施予定の取組の概要                                  

１）投資についての説明                                     

 

 

 

 

 

 

２）財源についての説明                                    

 

 

 

 

 

３）投資以外の経費についての説明                                    

 

 

 

 

７． 経費回収率向上に向けたロードマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８． 経営戦略の事後検証 

本計画は、概ね１０年の施策を示したものですが、適宜評価・検証を行い、計画と実績の達成状況に大き

な差が生じた場合や、前提となる経営・財政が大幅に変更となった場合などには、ＰＤＣＡ サイクルを活

用して、必要に応じて計画の適時見直し（概ね５年毎）を行い、より実施効果の高い施策展開となるよう

努めていきます。 

 

未整備区域における下水道整備を最優先に進めます。令和８年度に市街化区域の整備完了、そ

の後市街化調整区域の整備を進め、本市の下水道未整備区域の解消を図っていきます。 

ポンプ場についてはストックマネジメント計画に基づき改築・更新を行います。管渠施設は耐

用年数が５０年と長く、耐用年数経過までまだ余裕がありますが、一部管渠において本計画期間

内に供用開始後３０年を迎えることから、施設の調査・計画を行うこととします。また、投資が

特定の年度に集中しないよう建設費の平準化を図っていくことを投資計画の目標とします。 

更に令和１１年度よりＷＰＰＰ導入による民間活力の活用と支出削減を予定しています。 

 

収益的収入については、下水道整備の推進及び水洗化促進による使用料収入の増収を図ること

で、収益的収支の均衡を保持していきます。資本的収入については、国の交付金を活用し、建設

改良費の財源とします。現時点において早急に使用料改定を行う必要性は低いですが、次回の経

営戦略改定時には使用料改定を視野に入れ、更なる財源の確保を行います。 

また、現在は一般会計繰入金に依存していますが、本計画期間内において、一般会計からの繰

入金を削減することを財源計画の目標とします。 

普及率の更なる向上のために、令和２年度に増員した職員を市街化区域の整備が完成する令和９

年度以降に２名の減員を予定します。 

動力費や修繕費、委託費は、現況水準を元にしていますが、今後はストックマネジメント計画の

実施及び省力化設備の導入検討による維持管理費の逓減につながる検討を進めていくことを目標と

します。 

区　分
Ｒ２

(2020)
実績

Ｒ３
(2021)
実績

Ｒ４
(2022)
実績

Ｒ５
(2023)
実績

Ｒ６
(2024)
計画

Ｒ７
(2025)
計画

Ｒ８
(2026)
計画

Ｒ９
(2027)
計画

Ｒ１０
(2028)
計画

Ｒ１１
(2029)
計画

Ｒ１２
(2030)
計画

Ｒ１３
(2031)
計画

Ｒ１４
(2032)
計画

Ｒ１５
(2033)
計画

Ｒ１６
(2034)
計画

経営戦略
開始 今回改定 中間見直し

ストック
マネジメント

広域化
共同化

ウォーター
ＰＰＰ

事前検討 ＦＳ 公募 契約 事業実施

使用料改定

経費回収率 74.7% 74.4% 74.0% 74.0%
80％以上 85%以上

改定の検討（１回/５年）

当初（Ｒ２～１１）

R7/事前検討、Ｒ８/導入可能性調査、Ｒ９/公募、Ｒ１０/契約

第１期

改定（Ｒ７～１６）

80％以上に向けて改善

第２期 ポンプ場施設 第３期～

改定の検討（１回/５年）

汚水処理事業に係る広域化・共同化計画検討会議（西三河協議会）にて継続検討

85％以上に向けて改善

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

使
用
料
収
入

一
般
会
計
繰
入
金

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

（千円） 使用料収入 一般会計繰入金
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